
2023年8月22日
令和5年度保健師等ブロック別研修会（近畿ブロック）

京都府精華町
　健康推進課　大下 史子

実践報告Ⅲ：母子保健分野

切れ目ない包括支援体制の構築について



【本日の内容】

１．精華町の概要

２．母子健康包括支援センターの概要

３．母子健康包括支援センターの取組

　　～妊娠期からの全数へのアプローチ～

４．まとめ



１．精華町の概要

人 口：３６,６４８人（令和５年４月１日現在） 
世 帯：１５,４４４世帯（令和５年４月１日現在）
合計特殊出生率：１.４２（H２５～H２９） 
高齢化率：２５.１％（Ｈ２５～Ｈ２９）
核家族率：７４．９％（H２７、京都府内第１位）

人がつながり夢を叶える
    学研都市精華町

京都市
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【出生数】 H16～18をピークに減少

R４ 187人

H18  378人



２.母子健康包括支援センターの概要

精華町版 子育て世代包括支援センター



精華町母子健康包括支援センターの全体像　

■行政機関■
保健所、
児童相談所 など 連携

■民間機関■
・町内幼稚園
・山城こども家庭センター だいわ
・NPO法人そら など

■庁内関係課■
子育て支援課、保育所、
生涯学習課、学校教育課
社会福祉課 など

■地域の関係機関■
民生児童委員協議会、社会福
祉協議会、子育て地域ﾊﾟｰﾄﾅｰ
など

■医療機関■
小児科、助産院
相楽医師会、産科

連携

母子健康包括
支援センター

（健康推進課）

連携

連携

子育て支援センター
（町内保育所内）

厚生労働省 子育て世代包括支援センター業務ガイドラインより抜粋

連携



■H30年度　 母子健康包括支援センター設置

■体制（R5年度）

専任（1名）

兼任（5名）

 コーディネーター
（助産師）

健康推進課 母子保健係
の地区担当保健師が兼任



３.母子健康包括支援センターの取組
　　～妊娠期からの全数へのアプローチ～



妊娠届
乳児家庭全
戸訪問事業出産

パパママ教室
（平日編）

【モデル事業開始以前（H28年度頃まで）】

マタニティサロン
（子育て支援センター）

パパママ教室
(両親編・土日開催)

赤ちゃんサロン
（子育て支援センター）

妊娠届出から出生後の訪問まで一部
の人にしか出会えない

興味のない人、忙しい人は参加し
ない・できない

・興味のある人
・意識のある人
・時間的に可能な人
 のみが参加



妊娠届
乳児家庭全
戸訪問事業出産

【モデル事業開始以前（H28年度頃まで）】

マタニティサロン
（子育て支援センター）

赤ちゃんサロン
（子育て支援センター）

・興味のある人
・意識のある人
・時間的に可能な人
 のみが参加

【モデル事業～センター立ち上げ以降（H30年度頃）】

①妊婦全数面談 ②妊娠後期
アンケ―ト

出産までに全妊婦にアプローチする機会を設定

パパママ教室
（平日編）

パパママ教室
(両親編・土日開催)



  センター立ち上げ前 立ち上げ後

妊娠届出・
母子健康手帳交付

の見直し

◇主として健康推進課の保健
 師が対応。保健師が対応で
 きない時は事務職員も対応。

◇健康推進課 母子保健係の保健
 師・助産師が対応。
◇妊娠届出時アンケートの
 質問項目の見直し
◇アセスメントシートの活用
  →点数化してリスク評価

①（妊娠届出時の）妊婦全数面談

こんな風に取り組みを見直しました



  センター立ち上げ前 立ち上げ後

ケース管理

◇地区担当で管理。
 困難ケースのみ、係内や統
 括等に対応相談

◇母子会議で係内でケース共有。
 困難ケースや評価に迷ってい
 るケースについて協議し、支
 援計画を作成。

●新規ケースの共有：妊娠届出時の妊婦面談で、ハイリスク
          ケースや気になるケースについて共有、
          支援の検討。
●継続ケースの共有：ケースに動きがあれば、次回会議で再
          度共有。

母子会議の流れ

①（妊娠届出時の）妊婦全数面談



【妊婦全数面談を実施して】
 ●支援の必要な妊婦を早期に把握できるようになった
 ●マタニティ教室の利用にスムーズにつながった
 ●ライフスタイルに合ったプランの提供が可能
 ●必要な情報が得られ、その後のアプローチがしやすい
 ●チームで支援する体制ができた

①（妊娠届出時の）妊婦全数面談

チーム内で切れ目ない支援ができる体制の構築



【内容】
・妊婦、胎児の健康状態
・現在の気持ち
 （自由記載、フェイススケール）
・里帰りの有無
・育児休暇取得の有無
・育児、家事の協力者の有無
・育児に関する情報のとり方
・うつ傾向のチェック
・気になっていること、相談したいこと

◆うつ傾向チェック◆
・食欲がない
・心配や不安で頭がいっぱいになる
・気分が落ちこんで眠りにくい
・気分が落ちこむ
・日常生活に興味や喜びを感じない
・泣けてくることがある

出産予定月の２か月前に送付

②妊娠後期アンケート



妊娠届

ハイ
リスク

支援
不要

気にな
る妊婦

妊娠後期
ｱﾝｹｰﾄ

乳児家庭
全戸

訪問事業

母子会議
で評価

フォロー
(電話/面
接/訪問)

返信
要
支
援

支
援
不
要

状況確認
（電話/面
接 /訪問）

再
評
価

返信

記載内容に
より状況確

認

なし

あり

あり

なし

早期
訪問

早期に
TEL・
必要時
早期訪問

再
評
価

妊娠届時の全妊婦面談～妊娠後期アンケート導入後の支援体制フロー



【妊娠後期アンケートを実施して】
 
 ●妊娠初期の状況からの再評価とプランの見直しが可能
 ●気になる対象者へ未返送をきっかけにアプローチが可能
 

②妊娠後期アンケート

対象者へ切れ目なく必要な支援が可能



妊娠届
乳児家庭全
戸訪問事業出産

マタニティサロン
（子育て支援センター）

赤ちゃんサロン
（子育て支援センター）

【モデル事業～センター立ち上げ以降（H30年度頃）】

①妊婦全数面談 ②妊娠後期
アンケ―ト

パパママ教室
（平日編）

パパママ教室
(両親編・土日開催)



妊娠届
乳児家庭全
戸訪問事業出産

マタニティフェア
（母子包括支援センター

+
子育て支援センター）

マタニティサロン
（子育て支援センター）

赤ちゃんサロン
（子育て支援センター）

R5年度現在

①妊婦全数面談 ②妊娠後期
アンケ―ト

［必要者］
退院後の早期

訪問支援
［必要者］

電話・面接・訪問

産前産後ヘルパー

産後ケア

［必要者］
電話・面接・訪問

赤ちゃんとパパ
（子育て支援センター）

関係機関と連携を強化



妊娠期からの全数に対する取組を強化することで・・・
◇定期的なケースの状況把握により、プランの再評価を行う
 ことで、必要な対象者に適切なタイミングで支援を行うこ
 とができた。
◇チーム全体で支援する体制が構築できた。

４.まとめ

対象者への妊娠初期からの切れ目ない支援
チームでサポートし合い、対象者の切れ目ない支援の実施



最後に・・・

◇少子化や地域のつながりの希薄化により、サポートの必要
 な家庭が増えている。

◇マンパワーに限りがあるため、関係機関や地域の団体、
 医療機関等との連携を強化し、地域全体で支える仕組みづ
 くりに力を入れていく。



ご清聴ありがとうございました。


